





　1813 年 1 月 24 日付のジェイン・オースティン（Jane Austen, 1775-1817, 
図版①参照）の書簡の一節から始めよう。
















出版の『大英帝国の軍事政策と機構に関するエッセイ』（Essay on the 
























William Austen, 1774-1865） と 弟 チ ャ ー ル ズ（Charles John Austen, 1779-
1852）は海軍軍人だった。従姉エリザベス（愛称イライザ、Elizabeth [Eliza] 





























マ時代に入り、キケロ（Marcus Tullius Cicero, 106-43BC）は紀元前 54 年











ンに連れて行かれ、1444 年にアフリカ本土で 235 人を捕獲し、母国で売っ






た。1562 年から三度に渡って、エリザベス 1 世（Elizabeth I, 1533-1603, 在
位 1558-1603）の援助を受け、海軍軍人で奴隷商人でもあったジョン・
ホーキンズ（John Hawkins, 1532-95, Hawkyns という綴りもある）は西ア
フリカに奴隷貿易目的の航海に出た。最初の 2 回（1562 ～ 63,64 ～ 65）
































『奴隷制と人間、特にアフリカ人売買に関するエッセイ』（An Essay of the 
Slavery and Commerce of the Human Species, Particularly the African, 以下『エッセ
イ』と略記）というタイトルで、クエイカーのジェイムズ・フィリップス
図版②　トマス・クラークソン（1788）












押収する役目を引き受けた。1787 ～ 94 年の 7 年間にクラークソンが出張























Paul Yves Roch Gilbert du Motier, Marquis de La Fayette, 1757-1834）、 ミ ラ
ボー（Honoré Gabriel Riqueti, Comte de Mirabeau, 1749-91）らの大物政治
家と会見したことからもわかる。
　文学史の流れをみると、クーパ （ーWilliam Cowper, 1731-1800）、ブレイク
（William Blake, 1757-1827）、ワーズワス（William Wordsworth, 1770-1850）、
バイロン（George Gordon Byron, 1788-1824）、シェリ （ーPercy Bysshe Shelley, 
1792-1822）等のロマン派詩人たちが奴隷貿易反対だったのもうなずける。こ
とに、ワーズワスはクラークソンと親交があり、1807 年の奴隷貿易廃止





















（e History of the Rise, Progress and Accomplishment of the Abolition of the African 
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ことも出来なければ、買い取る


































































するのだ！（3 部 4 章）
クラークソンの記述の中に「アフリカ人は富、権力、名誉、名声に対する
望みはない。彼らは自分たちの惨めな状況が死によって早く終わることし






































































1791 年にフランス領サン・ドミンゴでの奴隷の蜂起と 1804 年の独立（ハ
イチ）、1794 年、フランス新政府による奴隷制廃止（ただし、1802 年にナ
ポレオンにより復活）、1798 年のアイルランドでの反乱と、植民地で相次
いで独立運動や反乱がおこった。シャーウッド（Marika Sherwood and Kim 









サー・トマスがアンティグアに出発するのが 1810 年 10 月、帰国は 2 年後
の 1812 年 10 月だ。15 先に述べたように、1807 年に奴隷貿易廃止法が可決
され、同年植民地からの奴隷船出航禁止、1808 年には奴隷のイギリス上
陸禁止と矢継ぎ早に奴隷貿易撤廃に向けて法律が制定された。これらの法
律のため、アフリカ大陸から公然と奴隷を調達できなくなり、2 ～ 3 年間、
無料の人手が少なくなった植民地農園では、減収を余儀なくされた。1 巻











































き」（"e Negro's Complaint," 1788）、「哀れなアフリカ人への憐み」（"Pity 
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